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様々な問題が起きていたり、未
来につながる萌芽が生まれてい
たりする現場での実践的研究に
取り組んでいます。東日本大震
災の現場も主な研究対象です。

一人の存在を大切にすること。同時に、豊
かな地域の継承と創造を構想して実現する
こと。それが地域デザインです。

▼津波被災地域の復興計画に参画

▲原発被災地域の実態把握と共有
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